
令和８年度第２回 仙台市ツキノワグマ対策本部会議 

 

日時 令和 8年 8月 31日（月） 
                                          局長会終了後 

                                              場所 秘書課第一応接室 

次  第 

１ 開会 

２ 報告・協議 

（１） ツキノワグマの出没状況等について 

（２） 緊急銃猟等の事例について 

（３）対策強化方針の進捗状況及び今後の対応について 

３ その他  

４ 閉会 

【配布資料】  

・ 近年のツキノワグマ出没状況 

・ 令和 8年度ツキノワグマ被害防止対策の実施状況について 



近年のツキノワグマ出没状況(月別：件数)

区　　　別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合　計

令和2年度 10 31 21 51 46 60 101 93 8 1 3 6 431

令和3年度 2 18 24 25 19 10 11 11 1 0 1 1 123

令和4年度 11 18 23 29 37 25 14 2 4 1 4 2 170

令和5年度 5 26 40 26 22 11 55 90 18 10 4 7 314

令和6年度 10 27 41 36 33 32 13 5 3 3 5 11 219

令和7年度 3 38 39 76 56 70 371 263 78 24 14 10 1042

令和8年度 36 81 93 66 40※ - - - - - - - 316

※令和8年8月26日現在の件数

令和2～6年度
平均件数

7.6 24.0 29.8 33.4 31.4 27.6 38.8 40.2 6.8 3.0 3.4 5.4 251.4

令和7年度の
対平均比率

39.5% 158.3% 130.9% 227.5% 178.3% 253.6% 956.2% 654.2% 1147.1% 800.0% 411.8% 185.2% 414.5%

令和8年度の
対平均比率

473.7% 337.5% 312.1% 197.6% 127.4%

近年の年度別ブナ開花状況並びに結実状況

⇒東北森林管理局によるブナの開花状況調査の結果、今秋の宮城県内におけるブナの結実の豊凶は、豊作。

（　）は豊凶指数：クマの主要な餌となるブナやミズナラなどの木の実の豊凶状況を示す指標（0～5の評価で、5が豊作、1が凶作）

令和8年令和5年区別 令和7年

大凶作（0.3）

令和3年

豊作（4.0）

令和6年

豊作（3.7）

豊作（4.2）

令和4年

豊作（4.0）

凶作（1.3）凶作（1.7）

開花時

結実時

大凶作（0.8）

大凶作（0.0）

豊作（5.0）

豊作（4.0）大凶作（0.2）



１ ツキノワグマ対策強化方針について

２ クマを寄せ付けない出没抑制対策

３ 監視体制と出没時の対応強化

1 クマ対策の市民等への周知徹底

４ クマに係る捕獲体制の強化

令和８年５月２２日

〇クマ出没メール・市公式LINE等による迅速な情報発信

〇市ホームページ・市政だより・チラシ・新聞広告・看板設置等

による注意喚起、クマ対策講座の開催

〇公共施設やイベント開催時における注意喚起

〇出没情報マップによる出没傾向の可視化

⇒ 市民一人ひとりの危険回避行動の徹底

✓市街地等への出没が大幅に増加している状況等を踏まえ、全庁連携して取り組むクマ対策強化方針

〇公園・河川等における誘引木伐採、藪刈払いによる見通し確保

〇管理困難な民有地ハイリスク誘引木の行政伐採

〇電気柵、忌避剤の設置など侵入経路対策の強化

〇公共施設及びイベント開催時における安全確保や、人的な誘因
（生ごみ等）の低減に向けた対策の徹底

⇒ クマが市街地に近づかない環境づくりを徹底

〇県警と連携した出没時の迅速な現地確認と周辺住民への注意喚起

〇学校・幼保関係者による児童等の安全確保に向けた対応

〇学校周辺等の重点パトロールの実施

〇ＡＩカメラの活用による監視体制の強化

〇通常捕獲の早期権限移譲による迅速かつ的確な捕獲対応

⇒ 出没時の初動対応の迅速化と人身被害の未然防止

〇捕獲従事者の育成等による捕獲体制の強化

〇県警や猟友会等との連携強化による迅速かつ確実な捕獲

〇ドローンの活用による効果的な対策

〇県と連携した個体数管理の強化

〇駆除数増加に対応した民間の減容化施設の活用

⇒ 緊急時を含む捕獲体制等の強化

令和8年度ツキノワグマ被害防止対策の実施状況について

１



市街地等への出没が継続している状況等を踏まえ、今後、ツキノワグマ対策強化
方針に基づき、主に以下の対策の強化に全庁連携して取り組む。

２ 出没状況や事業実施状況を踏まえた今後の対応の方向性

〇AI技術等を活用した迅速な目撃情報の発信

〇誘引物となる果実の早期収穫やごみ出しルール遵守、クマと遭遇しないための対策に係る周知徹底

〇公共施設や、イベント開催時における注意喚起、安全確保対策の実施

〇誘引木伐採・刈払いなど重点的な出没抑制策の推進

〇電気柵、忌避剤の設置など侵入経路対策の強化

〇学校・幼保等における児童等の安全確保に向けた対応の徹底

〇AIカメラにて検知した際のスムーズな情報伝達と安全確保に向けた検討

〇痕跡（糞・毛）による獣種、個体識別の調査

〇トレイルカメラ、ドローンなどによる、クマの個体の把握と速やかな捕獲

〇権限移譲を見据えた、状況に応じた迅速な箱わなの設置

情報発信の強化

市街地への出没抑制

監視・安全確保の強化

捕獲体制の強化
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